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融和事業と融和教育の実際
ーその覚書き一
海老原治善
はじめに
以下の報告は、文部省科学研究費による総合
共同研究「部落解放教育」の歴史担当パートの
七三年度における研究成果の一端である。
水平運動の発展にともない、行政側も、総体
としての対応が必要となり、融和事業の展開と
融和教育に力を入れるようになった。その事態
と特質は何かを、以下において明らかにするこ
とを試みてみた。まだ、全面的な解明への第一
歩、第一次報告ということで記してみたい。
融和事業と融和教育の実際
融和 政府は、「米騒動」後の 1920（大正
団体の統一 9)年度から、「地方改善費」とい
う名目で43,000円の部落対策費を計上した。
1922（大正 11)年、水平社が結成され、翌23年
の第 2回大会を迎えた年は、改善費は 300,000
円に急増し、昭和期になると 500,000円台に
なった。この国庫支出金に地方支出金が加わる
から、改善費は合計1,000,000円となった。そ
れが何に使途されていったか、が問題となって
くる。
水平社による「部落委員会活動に就いて」の
総括は、この数字をつぎのように批判した。
「これによって解る如く、部落の青少年に学
費を出して反動教育を叩き込み、資本家地主の
利益を忠実に守る支配階級の手先を養成するた
めの『育英奨励費』と、全国各府県の38の『反
事業別 昭和6年度 昭和7年度
地区整理費 72,576円14% 72,576円15%
育英奨励費 180,650円35% 162,585円消％
融相機関奨励費補助 14,750円22% 103,275円22%
地方改善施設費補助 151,164円29% 136,048円29%
計 519,131円100% 474,484円100%
（解同中央本部「全国水平社50年史」 165ページ）
動融和団体への補助費』とで、全体の約 6割が
費され、残りの4割が直接の部落改善事業に使
われるだけである。だがその4割も、役場や県
庁の役人が請負業者と腹を合せてゴマかしたり
遊興したりして満足には使われない。」（盟長ージ9)
と指摘した。
高橋貞樹も「資本家党は議会で因襲打破の決
議を提出した。首相から警視総監に至るまで、
水平社の代表と会見して水乎運動に対する理解
と同情の程を示したのである。社会局は部落の
分散を期して部落民の団結力を弱め、また部落
の有為なる青年に高等教育を与え部落の裏切り
者を養成する計画を立てた。」(J悶f塁曼二t)あた
かも、朝鮮の｀‘文化＂統治になってから、義務
教育の急速な量的拡大の一方、高等教育の創設
と朝鮮人子弟の入学許可によるインテリ層の体
制内化政策とぴたり期を一にするものであっ
た。
この結果、どれほどの子弟が、中等教育以上
-1-
の機関に進学しえただろうか。ある資料は伝え
ている。「政府の育英奨励は大正 12年に始めら
れてより昭和 9年度までに中等学校 1,732人、
専門学校以上296人、計2,028人の卒業者を出
し、奨励金額 1,865,405円に達している。この
金額を大正9年度より昭和 9年までの地方改善
費総額7,244,964円（応急施設費を除く）に比較
するならば4分の 1強に当り、また大正 12年度
より昭和 9年度までの融和団体奨励費の約 1倍
半である。これを見るも、育英奨励を重要なる
事項と認めて、どの施設よりも重きを置かれて
きたことが知られる」（隈悶猜髯晶）と述べてい
る。そして、その効果について「何れかと言え
ば奨励を受けた個人が幸福になったに過ぎない
ような憾み」があるとしている。
濠ある県の対策には、北海道への移住奨励を改善
策の一つとしてあげていた。
ここからもわかるように政府としては、治安
対策を根底におきながら、表面は、福祉の向上
という仕方での融和政策の量的拡大と体制整備
が、大正末期から昭和初期にかけて進められて
いった。 1927年3月の第52帝国議会では、「部
落問題の国策確立に関する建議案」が提出され、
論議のなかで国民教育と融和問題が討論され、
貴衆両院全員の賛成で建議が可決された。また、
このことが可能となったのは、26年5月19日、
貴衆両院265名の議院によって融和問題研究会
がつくられていたことにもよる。
そしてこの研究会力噂湛きにのりだして、 27年7
月、中央融和団体の合同統ーがおこなわれた。
それ以前の22~3年の頃までの中央的な融和
団体としては帝国公道会と同愛会と中央融和事
業協会の三つと、各地方の横断的組織としての
全国融和連盟があった。帝国公道会と同愛会が
民間有志による組織体であるとすれば、中央融
和事業協会は、内務省社会局構内におかれた半
官半民の団体であった。これらが全部一旦解散、
中央融和事業協会に合同統一された。融和政策、
融和行政の一本化と国家統制のあらわれであっ
た。かくてこれ以降、地方融和団体36とともに、
全国協議会、地方協議会、全国融和団体聯合大
会などを開催し融和事業の体制側の配置が整備
されていったのである。これは、水乎運動の質
的発展に対応したものであった。
28年4月、天長節の日に内務大臣の訓令が地方
長官に発せられた。それはつぎの五項目から
なっていた。「(1漣国ノ大義ヲ間明シー視同仁ノ
叡旨ヲ宣揚スルコト (2)国民ノ自覚ヲ促シ融和
観念ノ徹底ヲ図ルコト (3)融和ノ障碍タルベキ
事象ハ速二之ヲ除去スルコト (4)差別ノ言動ハ
厳二之ヲ為サシメザルヲ期スルコト (5)社会生
活二於テ機会均等ノ実ヲ挙グルコト」とされて
いた。 11月3日を第 1回国民融和日と設定し、
全国的な行事が組織されたのであった。
それでは、この融和思想はどんな構造のもと
に組みたてられていただろうか。特定の思想家
による理論ずけというより、この中央融和事業
協会・会長・男爵平沼斯一郎の発想のなかでた
しかめてみることにしよう。それも、どこか密
室での発言でも確める必要もあるが、むしろ、
行政の第一線の担当者の合意をうる形での発言
の方が、その論理はあざやかにでてくるのでは
ないかと考え、その一端をつぎの史料のなかで
みてみることにする。
19 年6月、第4回融和事業従事員講習会の
席上、平沼はー場のあいさつをおこなった。ま
、、、、、
ず冒頭、「凡ソ不合理ナル（傍点筆者）差別ノ弊ハ
現時ノ社会問題中最モ深刻ナルモノデアリ速二
解決セネバナラヌ事柄二属シマス」（融和事業研究J
第1集）と述ぺた。さりげない出だしではあるが、
「不合理ナル差別」という言葉に注意を払って
おく必要がある。事実、平沼は語をついでつき：
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のように言った。「抑モオ互ハ国民トシテハ勿
論、広ク人トシテ相互親善、国民偕和延テハ人
類相愛ノ自覚ノ下二乎隠ナル生活ヲ営ムコトヲ
欲スルモノデアリマス。」（同前）。そこから「オ互
ママ
ノ間二合理的差別ヲ存スルハ自然デアル」、「此
ノ自然二存スル合理的差別ヲ尊重スルハ必要ナ
ルコトニシテ健全ナル国家生活ヲ維持シ平穏ナ
ル社会生活ヲ営マムトスルニハ欠クベカラザル
事柄デアリマス。蓋シオ互ノ間二存スル合理的
差別ハ人倫ノ基礎デアル乍併其ノ差別ヲ認ムル
所以ハ人皆平等ナル人格者タルコトヲ前提トス
ルカラデアリマス。」（悶和ージ）としている。社会
秩序維持の差別を肯定したうえで「然ルニ差別
ノ観念ガ謬マリテ人格ノ平等ナル所以ヲ忘レラ
ルルニ至ルトキハ是二不合理ナル差別ヲ生スル
ノデアリマシテ現今吾等ガ其ノ文除二苦心努力
シツ、アル融和問題ノ対象タル所謂差別事象卜
ハ取リモ直サズ此ノ不合理ナル差別観念二基ク＇
不合理ナル社会事象ヲ指スノデアリマ
ス。」（同前）と理論化する。そこから、国民論を展
開していく。
「言フマデモナク国運ノ進展ハ国民ガー心同
体ノ実ヲ挙ゲテ努カスルニョリテ得ラルルノデ
アリマス。然ルニ此ノー心同体タルベキ国民ガ
其内部二於テ其ノー心同体タル自覚ヲ阻碍シ謂
レナキ因襲ナルコトヲ知リツ、モ尚之ヨリ脱却
スルコト能ハズシテ国民ノ一部二対シ羮二述べ
タル不合理ナル差別観念ヲ以テ臨ムコトアルハ
実二昭代ノ恨事ニシテ国民全体ノ覚醒ヲ待タネ
バナラヌ所デアリマス」（同前）とナショナリズム
に訴えていった。そして、それだけにとどまら
ず、まさに融和思想の根源的接点に論をすすめ
る。つまり、天皇赤子論にたつ平等論の展開で
あり、そのひとしき赤子である国民間の差別は
ゆるさないという論の展開となるのであった。
「殊二我国ハー君万民ノ国デ皇室ハ生養化育
ノ徳ヲ以テ君臨セラレ億兆ハ親和協同シテー意
皇献ヲ翼賛シ四海一家ニシテ天皇陛下ヲ国父卜
仰ギ臣民ハ国子トシテ其ノ分ヲ乱サザルコトガ
国体ノ根本デアリマス。此ノ根本義二反スルガ
如キ事象ハ一時モ存在セシメテハナラヌコトト
考ヘマス。
惟フニ国民ガ挙ッテ此ノ建国ノ精神立国ノ大
義ヲ自覚スレバ忌ハシキ差別事象ノ存在スベキ
余地モナキコトト信ズルノデアリマス。
然ルニモ拘ラズ事実トシテ差別事象ガ今尚跡
ヲ絶タズ万邦無比ノ国体二陰影ヲ投シツ、アル
ハ真二憂フベキコトニ属スルト共二益々建国精
神、立国大義ノ自覚ヲ強クスルノ方策ヲ講ゼネ
バナラヌコトト考7ルノデアリマス」（同前）。
最後に、加えて、いわばだめ押しのように、
日本の対外的使命感や危機感をあおる仕方での
差別撤廃を論拠づけるのであった。
「今日ノ時勢ヲ観マスレバ我国ハ音二東洋ノ
平和ヲ保持スルニ止マラズ世界ノ平和二貢献ス
ルコトガ其ノ使命トナリ居ルコトハ明デアリマ
ス。斯様ナル重大ナ時機二際会シツヽ而カモ自
国内二於テ因襲的差別観念ノ為メニ国民ガ其ノ
親和ヲ得ルコトヲ妨ゲラレ所在人心ノ平和ヲ破
ルガ如キ事態ヲ生ズルコ」（同前）とあれば、大変
だとした。こうした融和思想が、教育のなかで
も政策として展開されてゆくのであった。
中融協の
融和教育
中央融和事業協会は、 1928
（昭和3)年に、全国の男女師範学
校及巡査教習所において融和思想普及講演会を
開催した。そして翌29(昭和 4)年になると、
同協会内に融和事業研究会を特設し、六月から
「教科書改訂に際し融和問題に関し改訂追加を
要すべき徳目に就て」という研究テーマをかか
げ研究を開始した。文部省の教科書大改訂の始ま
りをきいたからであった。研究の中心点はつぎ
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の4つであった。
1. 現在の教科書中、殊に修身書中特に考慮を
要すべき事項
2. 現在の教科書中、殊に修身書徳目中特に活
用すべき事項
3. 教科書改訂に際し殊に修身徳目中新たに加
うべき事項
4. 積極的融和教育に関する事項
水乎運動から教科書の差別教材の削除の要求
がだされていただけに、融和教育の側としても、
批判の姿勢を明らかにすることが迫られてい
た。そうした限界はもちろんあったが、事業研
究会のメンバーの一人山本正男は「小学修身書
と封建的イデオロギー」という長い論文を発表
した。 (~ 壁悶閑只界胃合） 山本は「融和問題の解
決上封建的イデオロギーの残滓を掃蕩し、これ
に膠着する賤視観念を絶減することは、正にわ
が融和運動の中心使命である」（喜雙:..;.,)として、
この観点からの教科書批判を展開した。
「先づ一項は、如何なる点において封建的棧
視観念を含むものと看倣すかといふに、順序と
して小学修身書徳目中の字句並びに文章を左に
抽出し、次に私見述ぺること、する。
l. 字句並びに文章共に妥当ならざるもの
ィ．高等小学修身書巻1第7課『親類』『さ
れど礼儀をおろそかにするは不和を招くの
甚となるものなれば、常に長幼の順序を正
、、、、、、、、
しくし、尊卑の関係を耕へ、云々』（十八頁）
ロ、同上第 19課『礼儀』
『礼儀の要は其の人の身分・位置等に対し
、、、、、、、、、、、、
て軽重宣しきを得るにあり。
、、、、、、
己より身分の卑き者に対しても礼儀を守る
の必要なしと思ふべからず。軽重の差別こ
そあれ、云々』 (52頁）
ハ、同上巻2第9課『恭倹』
『恭敬にして礼儀を守るは何人に対しても
必要なれども、己より年長ぜる者身分高き
人に対しては殊に言語挙動を慎しみ；聯か
にても軽忽疎簡の行なきやう心掛けざるべ
、、、、、、、、
からず。長幼の序を重じ貴賤の分を明かに
、、、、、、、、、、、、
するも我が国古来の美風なり。』 (30頁）
同上第14課『徳器』
、、、、、、
『道徳を重んずる人はたとい貧賤の境涯に
、
ありとも、云々 (46頁）
『之に反して道徳を軽んずる者はたとひー
、、、、、、、
時は富貴の身になるも、云々』 (47頁）
尚この徳目中には例話として掲げられたる
もの、中左の文字がある。『中村正直は徳川
、、、、、、、、、
幕府に仕へ、低き身分より起りて、云々』
(48頁）
右の他、尋常小学修身書教師用にも左の如き、
文章が掲載せられてゐる。
尋常小学修身書（教師用）巻4第18『礼儀』
、、、、、、、、、、、、
・『説話要領』一ー『昔は貴き人に逢ふときは道
、、、、、、、、、、、、、、、、、、
路にても脆きて礼をなせしことありしが、今日
はか、ることをなすに及ぱず、云々』 (99頁）
同上巻5第13課『勤労』
、、、、、、、、
『説話要領』ー一『人は貴賤貧富の別なく何等
か世を益する仕事をなるべく決して無為にして
暮すぺからず、云々』 (90頁）
同上第24課『謝恩』
『説話要領』一『軽き身分なりし人の後に立
、、、、、、、、、、、、、、
身出世する時、昔のことを忘る、もの少なから.. 
ざるに、云々』
2. 字句の妥当ならざるもの
イ、尋常小学修身書巻2・21『メシッカヒヲイタ
ハレ』の『メシッカヒ』 (42頁）
ロ、同上巻4第10『克己』中の『召使』 (23頁）
ハ、同上巻5第4課『挙国一致』中の『身分の
高い婦人、云々』 (11頁）の『身分』
二、高等小学修身書巻 1第15課『勤勉』中の『此
の家には 20人余の若者を召使ひけるが』 (40
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頁）の『召使ひ』
右の他、尋常小学修身書巻2・25「人ノナンギヲ Z 
救へ』中の『デッチ』 (42頁）同上巻第11『忠
実』中の『れうしのむすめ』 (26頁）同上第26
『人の名誉を重んぜよ』中の『弟子ども』等は、
さほど賞むべき字句とはいひ得ず、前者と共に
考慮すぺきであらう」 （同前、 21-23ページ）。
山本はこれらを「封建的賤視観念を内包する
字句並びに文章である」として、その改訂を要
求したのであった。融和事業研究会は、 6月第
1回、 7月第2回、 9月第3回とつづけられ、
文部省の係官をよぴ、 30年 1月の第4回研究会
では、第3回に決定した新加入徳目として「四
海同胞」の内容の意見交換などをおこなったり
した。その結果、つぎのような小委員会案がま
とまった。
小委員会案
1. 教材年次配当
4年以上ニセリ。ソレ以下ハ従来ノ教科書ヲ使
用シ、同教科書ノ左記各課二於ケル教師用二於
テ「四海同胞」ノ観念ヲ強調涵養スル様、ソノ
解説ヲ附加スルコト
記
3年 9課友達
24課近所ノ人
2年 10課友達二親切デアレ
1年 4課友達ハ助ケ合へ
5課喧嘩ヲスルナ
21課近所ノ人
1. 4年以上各学年二配置スペキ四海同胞ノ目
的及其ノ内容ハ左二如シ (4.5年ハ其内容ハ更
二考慮スルコト）
4年 四海同胞
目的 国民斉シク陛下ノ赤子ナルヲ以テ
互二敬愛スヘキコトヲ教フルコト
内容ニハ明治天皇ノ御事蹟ヲ入レ
ルコト
5年 四海同胞
目的 同胞斉シク敬愛スルハ社会二処ス
ル人間ノ道ナル事ヲ教フルコト
6年 四海同胞
目的 同胞互二相愛シ四海兄弟ノ誼ヲ厚ク
スルハ人タルノ道ナルコトヲ教フル
コト
内容
1. 明治天皇御製「もろともに一」
「よものうみー」の謹解
1. 親疎内外ノ別ナク互二敬愛スヘキ
ハ人ノ道ナルコト
1. 同胞縞二闇キ民族互二闘争スルコ
トハ人類ノ不幸事ナルコト
(「融和事業研究」第9集・
昭和5年2月号 147ページ）
しかし、この研究も限界が始めからあった。
もし、貴賤をとことん論ずるなら、天皇制に迫
らざをえない、またここをぬいて、部落解放は
論じえない。ところが山本は、この点について
は「但しこの場合一言断っておかねばならぬこ
とがある。それは、皇室に関する問題である。
こと皇室に関しては、吾々は、『上御一人下万民』
を以て国民の信条とするものである以上、この
場合において詮議すべきものではないと思ふ。
のみならず、皇室に関しては、小学修身書全巻
に亘り多くの頁を取ってあらゆる場合に於いて
国民の心掛けが懇切に説示せられ、その点にお
いては特別の意図が注がれてある。従って、前
者と混同するが如き議論も自らこれを避けるこ
とが出来るし、又避くぺきが当然である。」＼嬰喜
楚')と逃げてしまっている。そして「四海同
胞」にあらわれているように「人間に光あれ」
ではなく、天皇のもとにおいて平等という、ま
さに融和思想の原点が、明確にうちだされてく
るのであった。この一点が堅持されるからこそ、
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それ以外の徳川家以来の封建思想の「残榜」を
激しく批判することが可能となったわけであ
る。
だが文部省は、それすら容認しなかった。文
部省図書局編修青木課長は「融和事業の精神を
教科書にいれるということも何れ具体案が出来
てから考えて見ますが、従来の教科書としても
差別待遇は一字たりとも教えていないのです。
特に融和事業の精神を強調する必要があれば、
それに数頁を割いてもいいと思っています」（東京
日日・昭和4年7月17日号）とひらきなおっていた。こ
うした教科書批判論文としては田中邦太郎 F融
和事業の教育方面」 (「融和事業研究J＼第1集 103ページ），土屋政一
「積極的方策としての児童融和教育」 (J,『慧喜
茫t)，三好伊平次「児童と融和問題」(~,『王閉喜
翌iジ）土屋政一「融和問題より観たる新『高等
小学修身書巻ー』の研究」（』開閏需更墜り，など
があるので参照されたい。研究会は、その後も
研究をつづけ4月つぎの決定をおこなった。
「（イ）高学年に於ては修身書に融和問題の取扱
方を新たに挿入すること。
（口）低学年に於ては教師用に於て既定の課目
中、融和問題に関係を及ぼすべき徳目につき基
礎的観念を養成する様教師用に於て注意事項を
附加すること」 (l農塁塁巴翌リ密りとした。そし
て「新たに小学修身書に加ふぺき徳目の内容」
として「四海同胞」の教材を加えよとした。つ
ぎの三教材は、融和教育のこの段階におけるイ
デオロギー的特質を見事に反映していると思わ
れるので、長文をいとわず引用してみることに
する。
（第4学年）四海同胞
明治天皇は明治 14年東京府下に御兎狩を遊ば
されました。その頃この御猟地内には世に恵ま
れない人々の村がありましたので、係りの者は
その取りはからひ方についていろいろと相談し
ましたがなかなかまとまりませんでした。そこ
で係りの者は謹んでこれを天皇に申上げまし
た。すると天皇はすぐさま「国民は誰も皆同じ
である。兎のゐるところならばどこへでも行く
からその村の者にも奉仕させるがよい」と仰せ
になりました。係りの者は天皇が我々同胞を平
等においつくしみになる大御心を拝して深く感
じ、さっそく仰せのとほり奉仕の者を出させ、
又その近くに御野立所を設けました。
われわれ八千万の同胞は天皇の大御心を心と
して力を協せ、一つ心になって仲よく暮さなけ
ればなりません。
（第6学年）四海同胞
もろともにたすけあひつ、国民の
睦みあふこそ楽しかりける
あさみとりすみわたりたる大空の
ひろきをおのか心ともかな
これは、明治天皇の御製であります。この思
召は我が日本の国民は勿論どこの国の人も皆同
胞であるから親しくせねばならないとの大御心
から仰せられたのであります。我等がこの世の
中に生活するには自分に近い者も、遠い者も又
職業や地位の如何にか、はらず互に其の人格を
尊重し相親愛せねぱなりません。若し人を侮っ
たり人の名脊を傷けたりして互に争ふやうなこ
とがあると、たゞその人々の不幸であるばかり
でなく、広く国家社会の安寧秩序を傷けその基
礎を危くすることになります。
今上天皇陛下は践詐後朝見の御儀に於て賜りた
る勅語に
汎クー視同仁ノ化ヲ宣へ永ク四海同胞ノ誼ヲ
敦クセンコト是レ肘力診念最モ切ナル所
と仰せられました。我等はこの大御心を心とし
て一層度量を濶大し、高遠なる理想をもって八
千万の同胞がすべて融和一致し、更に人類の幸
福のためこの心をおし拡めねばなりません。
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天皇赤子論にもとずく平等論に収紋する恰好
で人間平等論の教材が説かれていた。ここに融
和教育思想のこの段階の特徴をみるのである。
融和教育行 この年6月5・6日にも、全国
政の展開 融和事業協議会が開かれ、 31年
2月5・6日には、東京で第二回全国融和団体
聯合大会がもたれ、文部大臣から「融和事業の
振興に関し、教育上留意すべき事項如何」の諮
問をうけ答申した。「国民融和日」はあいかわら
ず3月14日、 5ヵ条御誓文発布記念日につづけ
られていた。もちろん、水平社は、この意図が
「即ち襲い来るxxの怒濤に対する防波堤を築
かんとし帝国主義戦争への動員を準備するもの
として、「融和運動撲滅デー」と逆に規定し、反
対闘争を指示した。
31年9月8日、中国東北部への日本陸軍の公
然たる軍事干渉、侵略戦争が開始された。一斉
に民主運動は可酷な弾圧にさらされることに
なった。水平運動も同様であった。
32年 10月、文部省も「国民融和二関スル件」
の次官通牒を事の重大性を察し関係機関にだした。
「晩近国民ノ自覚卜官民ノ協カトニ頼リ融和
精神ノ普及見ルヘキモノアルヲ致セリト雖尚社
会ノ一部二暗騎ノ残存スルアルハ邦家ノ為遺憾
二堪ヘスイ乃テ身教育教化ノ職二在ル者ハ時勢ノ
推移卜民心ノ趨向トニ鑑ミ情理ヲ悉シテ人格ノ
尊7ヘク権義ノ重ンスヘキ所以ヲ明カニシ荀ク
モ差別二関スル言動ノ如キハ厳二相戒メテ之力
絶無ヲ期スルト共二推譲ノ美風ヲ奨メ共同ノ良
習ヲ培ヒ以テ国民融和ノ果ヲ収メ進テ健全ナル
社会ノ発達二資スル様致度此段依命通牒ス」と。
これをうけ、各部の事業が組織されていった。
戦争突入のなかで、この発言の底には、治安
対策がひそんでいたのではないかと推測され
る。翌33年 11月、中融協は「融和教育調査委
員会」を設置し、融和教育の体系およぴその具
体的方策を審議することになった。調査の項目
は、「一、幼児教育、家庭教育二関スル事項 二、
小学校教育二関スル事項 三、師範教育二関ス
ル事項 四、中等教育二関スル事項五、青年
教育二関スル事項 六、成人教育二関スル事項
七、部落教育施設二関スル事項」と総体、かつ
全面的審議であった。
第一回の委員会は、 12月7日開かれ中融協・
平沼会長はつぎのようにあいさつした。「……従
来講習会講演会等教化方策ヲ以テ進ンデ参リマ
シタガ最近更二教育者中心ノ融和事業講習会ガ
開催サレ、又、教育者自ラ融和教育研究機関ヲ
組織シ、児童融和教育施設が実施セラルル等漸
ク教育上融和問題ヲ考虜スルノ気運力勃興シテ
参リマシタ。
然シ乍ラ此ノ融和教育ノ施設二就キマシテハ
尚多クノ研究ヲ要スベキ点ガアル様二思ヒマス
ノデ今回『融和教育調査委員』ヲ設置シテ融和
教育ノ体系ヲ樹立シ之ヲ実際教育ノ資料二供セ
ントスルニ至ッタ次第デアリマス」 （ 「融和事業研究」和8年12月号114
第28集照
-5ペーン）。
ところでこの委員会の審議を検討するために
も、この時点での融和教育の実践の動向をみて
おくことにしよう。この段階の研究はすでに、
教科書批判にとどまらず、「融和教育の実践体
系」をあきらかにすることが、中融協に依拠す
る実践家によってすすめられていた。たとえば、
藤範晃の「児童融和教育教案」 (1~誓悶需円評い悶）
や、同じく「水判交に於ける児童融和教育の具体的
方法」 (2! 尉謬9塁酎渭）などがその一例である。
さらに33年8月の比叡山の合宿による全国教
育者第一回融和事業指導者講習会でも実践報告
がなされた。さてその"先進"的実践とはどん
なものであったかをまず検討しておこう。
藤範の後者の場合でみてみる。彼はこのなか
で、実践にとりくむ指針をめざしてかいている。
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7 小学校に於ける融和教育大網
……ー校としては如何なる方法を執るべきであ
ろうか
第1 融和教育方針の確立
各小学校には、それぞれ教育方針が確立され
ている。この方針の中に含有せしめるか、また
別個の融和教育方針を確立して置いて新任者等
に対しては、直ちにその方針を与へることが必
要である。
例
御聖訓の御趣旨に準じ、本校教育方針に則
り、一般教育を通じて困習差別観念の変除に
力むると共に謂れなき自己卑下の念を排除し
徹底せる自覚を甚調とせる向上発展の念を涵
養せんとす。
第2 融和教育綱領の決定
方針を直ちに実行に移し得るやう、融和教育
綱領を決定して、実際教育上の便をはかること
も必要である。
例
(1) 国民的道念の涵養を期す
,(2) 自治共同の精神養成を期す
(3) 人間尊貴の本義に撤せしめ融和精神の発
現を期す
(4) 職業に対する理解を深め勤労を愛好し、
剛健高雅なる徳操の陶冶を期す
第3 職員の信条
職員が深き信念を有するか否によって、総て
の研究総ての旋設が生死する。
殊に融和教育は、これを実践に移す時、実炊
への努力を払ふ時、学校として、職員個人とし
て、思ひもうけぬ批難労苦の横はるものである。
これを突破して勇敢な進出を遂げるために信条
を制定して、自らの鞭とすることが必要である。
例
(1) 汝自身を内省せよ
(2) 汝自身を愛に生かしめよ
(3) 正しき理解、強き信念より生ずる敬虔の
生命は断じて滅びざるを確信せよ」（盟慇勾）
8 児童融和教育の実際的取扱
之を実際的に取扱ふべき方法如何といふに、
(1) 各課教材
教壇を通じて各課教材を生かしてゆくのであ
る。各受持先生の融和精神は、その燃焼の度に
応じて童心に燃え移るのである。
(2) 訓練日
毎月一回又は二回、特別に訓練日を制定して、
強度の融和教育を施すのである。講堂訓話、神
社参拝その形式は如何様であってもいヽ。
(3) 朝会訓話
一週間の朝会のある日を特に定めて置くもよ
からうし、また、何か機会のある毎に之を扱ふ
もよからう。朝の清澄な気分を充分に生ずるの
である。
(4) 看護当番
日々の看護当番は、休憩遊戯中の児童に対し、
融和的指導を行ふのである。農村などで大字別
になつている場合は、よく字単位に集団して遊
戯し、反融和的傾向が多分に見られるものであ
る。
(5) 作業日
毎週一回位の程度で作業日を制定し、労作の
実を挙げると共に、労作を通じて共同生活の体
験をなさしめるのである。人間の魂は、労苦を
共にする時、最も緊密に結ばれる。
(6) 映画会
適当なフィルムを利用して映画教育を為すの
である。相当、遠いところにあるフィルムでも、
説明の方法によっては、功妙に融和的に生かさ
れるものである。
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(7) 児童劇
融和教育的な児童劇の集ひを開催するのであ
る。これは出演者はその練習中に於て深く融和
精神を体得し、観覧児童は観覧することによっ
て同上の結果を持ち、更にこれを父兄母姉に公
開する時は、一般啓蒙運動の効果を十二分に発
揮するのである。
(8) 音楽会
劇同様の意味を持つてる上に、その校外自由
生活の上にも歌はれて深い教育力を持つもので
ある。
(9) 自治会
自治会、学友園等の担任者に於て、その集ひ
などを利用して、適実な指導を与へてゆくので
ある。
講堂訓話、朝会訓話などの大集会と異つて、
個々に面接し乍ら談笑の間に指導するのである
から、その徹底力は非常なものである。
(10) 遠足旅行
遠足、旅行の際の細かい心づかひによる指導
は、或る場合には、平生の非常な努力に匹敵す
る効果をあげ得るものである。
また時には、宿舎、浴場等に於ては反融和的
な事実にぶつかるのであって、これを適実に指
導してゆくことも大切である。
皿機会教育
国民融和日其他融和問題講演会等が、学校に
開かれる場合など、機会ある度に、正しき認識
を与へてゆくやうに訓練してゆくのである。
⑫ 偶発事項
万一、その校児童に於て、差別言動が行なは
れたときには従来、その多くが取り来たつやう
な糊塗するといふやうな消極的方法を執らず
に、明確に批判して、その過誤を充分に、本人
並に、その事件を知る児童たちに教へて、再び
かヽる過誤を繰返へさしめぬ様にすることが必
要である。
単にそれが児童に於て行はれた時のみなら
ず、社会に於てなされ、しかも児童がこれを知
る程度であるならばやはり、これに対する対応
の方策を樹てねばならないのである。
03) 其他
また、常時不断に児童をして融和気分の中に
生かしめる為に
(1) 特に融和級訓を制定することなども必要で
あらう。これは教室に提出する時は、融和教
訓など明示してならぬことは言を侯つまでも
ない。
例
尋1……タレトモナカヨクシマセウ
尋2……いつも仲よくしませう
尋3……みんな助け合ひませう
尋4・…••みんな尊い陛下の赤子です
尋5……同胞九千万はみんな兄弟です
尋6……赤い日の丸、同胞団結
高1、2……もろともにたすけあひつ、国民の
むつみ合ふ世ぞたのしかりける
(2) また、絵画等による教育も特に必要である。
親鳥にはぐまれている雛の数羽—温い陽ざ
しは此の仲よき兄弟雛をめぐむといふやうな
もの、または、数名の少年たちが額に汗し乍
ら丸太の橋をかけているといふ共同、親和、
愛を表現したもの J 類は、不和不識の間に偉
大な感化を与へずに置かないものである。
(3) 更に、融和教育的内容を持つ文章を掲示す
るとか、新聞記事中に四海兄弟の実を説明し
得る材料があるとするならばそれを掲出して
置くとか、児童にその内容を以て作文せしめ
たものを掲出するとかして、融和教育に資す
るのである」（開奥乞）。
これではほぼ体系的な展望がうかがえよう。
つぎに、実際に、比叡山合宿を契期に、全国
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教育者間の「融和網を張りて効果を一層徹底
的ならしめんことを提議したるに、満場異議
なく通過し申分を声明して」（筍濯み［畜胃9昆
愕寄巴） 奮起を誓いあった徳島の是安敏
ーは、のちにつぎのような「融和施設経営事
業」の計画を発表した。
融和施設経営事業
A~ 交内之部
ー、融和教育研究会（毎月一回以上）
1学校内融和施設全般ノ計画並二方法ノ研究
2融和状況ノ調査
3理論
4学校外融和施設全般ノ計画並二方法ノ研究
5偶発事項処理ノ打合
二、偕話講演（毎月一回以上）
本校二於テハ融和講演ノコトヲ偕話講演卜名
ヅケテ実施シ同胞相愛、国民全般ノ親和、共
存共栄ノ必要ヲ説ク、但シ学年卜程度トヲ考
慮シテ指導ス。
三、少年少女団ノ組織（高川原本団）
社会奉仕協同作業運動会団員修養会中二於テ
融和共同ノ重要性ヲ高調ス。
四、差別問題ノ解決
児童間二於ケル場合ハ全職員ノ研究会二定メ
タル方法三ョリ徽底的二融和ヲ図ル可ク努力
ス。
五、，学用品並二給食二関スルモノ
自尊心ヲ傷ツケザルコトニ注意シ給食等二於
テハ差別的取扱ヲ特二避ケ其生活並二食事方
法ハ融和ヲ考慮中二入レテ内外両部ノ接触ヲ
図ルコトニ努メテ居ル。
六、将来ノ計画
1適当ナル細目ノ編纂。
2テスト実施差別ノ有無及深度ノ調査。
3偕和教案ノ作成。
B学校外之部
ー、少年少女団ノ組織（愛国少年分団・昭光少
女分団）
1目的
内部自覚向上ヲ目的トセルノミナラズ他ノ
少年少女団トノ連絡協調ヲ保ツヲ目的トシ
テ活動ス
2事業
社会奉仕団員修養他分団トノ協同事
業。
二、青年分団組織（男子ノ部）
1名称高川原村青年団第二分団
2目的
大南地方ノ自覚向上二関スル一切ノ活動及
ピ自力更正ノ先頭二立ツコト。
3事業修養会共栄会社会奉仕
該青年団ハ内部民タル同地方ノ経済更正並
二自覚向上運動ノ中心ヲナシテ実二同地方
諸種ノ活動ノ根源ヲナシッツアル有カナル
修養団体デアル。
三、中堅夜学会
1範囲
少年少女青年団共同事業。
2目的
少青年ノ知徳ノ修養ヲナシ国民融和ノ実ヲ
挙ゲントス。
3創立昭和四年十月三十日
4開校 通年トシ毎週月水金ノ三日午後七時
ヨリ同十時マデトス但青年訓練所ノ開所ノ
都合ニョリ毎週火木土ノ三日二変更スルコ
トアリ
5役員顧問、主事、指導員。
6設備 会堂ヲ会場トシ電燈五〇燭弐ヶ机黒
板。
7創立後ノ感想
是安主事並青年団員役員ハ最初児童及資金
ノ募集二東奔西走シ翌年ノニ、三月頃二至
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リ同地百拾八名ノ児童ノ全部ヲ会員トスル
ニ至リ時間表ニョリテ所定ノ科目ノ復習ヲ
ナス指導方法ハ学年別性別ニヨリ各組二
ー、二名指導員（青年）ヲ配置シ高等科ハ
主事之レヲ担任ス資金ハ最初ハ寄付金現今
ハ共栄会ノ補助ニョル此ノ資金ノ捻出法ガ
スコプル困難ナルコトデ主事青年ハ百方勧
誘シテ理解アル有志ノ寄附ヲ仰ギタルモ由
来経済二恵マレザル同地方ノ事故金額モ亦
少額デ経営上不如意ナリシコト度々デアッ
タ。故二青少年ノ協同勤労ニョル利益金及
昭和六年四月十日以来ハ養兎事業ヲ行ヒテ
資金ヲ得テ経営ヲ継続シタノデアル。尚本
会ヲ盛ナラシメン為メ後援会ノ組織、童話
会、父兄講座、学芸会、遠足、登山水、青
年少年ノ表彰等各一項目ニテモ相当ノ苦心
ヲ伴ヒ実二主事及青年幹部ノ活動ニハ涙グ
マシイモノガアルガ今ヤ同地方ノ青年ハ素
質向上シテ一般父兄尊敬ノ的トナッテ居ル
又少年少女ハ学校二於テ成績向上シテ実二
隔世ノ観ガアルコトヲ思フト実二愉快デア
ル。
四、女子青年団、婦人会
右両会ノ事業ハ殆ンド同様ニシテ左記事業ヲ
ナシッツアリ 修養会社会奉仕
家政一般ノ研究並二実習
五、共栄会
時代ノ要求ニョリ自覚、更正ヲ系統的二画策
シ実行セシタメ昭和七年五月創立是安訓導ハ
自覚更正ヲニ大別シ消極積極両方面ノ施設二
シテ今後進マントスル経済的振興策ノ基礎卜
ナス但シ規程ノ如ク従来ノ悪習慣ノ打破ヲシ
タノデアルカラスコプル困難ヲ極メタガ難局
打開ニハー大決心ノ必要アル所以ヲ高調シテ
今ヤ着々之レヲ実行シッツアリテ最初ノ不平
ノ声ハ喜ビノ声卜変リ村内実二朗ニナッタカ
ノ感アルハ県下類例ヲ見ザル所デアル。
（同前154-
157ページ）
最後にもう一例、 33年 10月奈良県児童融和
教育研究会で発表された、大正小学校の「融和
教育方針」をみてみよう。ここに、平沼テーゼ
が生きていることを確認できる。まず方針はつ
ぎのところから始まった。
1 同胞融和の重要性
由来我国は人我一体の人生観に立って蝦夷を
或いは朝鮮人を或は支那人を速かに同化し融
和して忽ち大日本民族として混成結合、皇国
一本の精神に生きて来た国である。異民族を
さへ同化融合日本化せしめるといふことは我
が国民性の長所であり美点であった。
しかるに今日猶封的封建時代の阻習を存して
一部同胞を差別し賤視といふ状態にあること
は誠に遺憾事であり、赤化思想問題と共に現
代日本の二大問題でなければならぬ、而して
差別賤視等による国民精神不統一の影響する
所を考慮する時、身を国民教育に奉ずる者誰
か晏如たり得る者があらう。
かかるが故に我等は此の同胞融和の問題を重
要視し之れが徹底を期すべく努力するもので
ある。
2 同胞差別観
徳川時代の封建制度は百姓より誅求の目的を
以て最悪なる階級を作った。明治初年此の阻
習は明治大帝によって打破せられ、天地の公
道に基づくべきことを、さとされたに不拘今
日猶このいまわしき醜態より脱し得ず差別思
想を存し国家の問題として残るは悲しむべき
事実である。（中略）
我等は如斯差別を観る依而之が撒廃を期し
同胞諧和の実を挙げんが為めに左記の点に主
眼おいて教育を進めんとするものである。
イ、日本精神を理解せしめ同胞相愛の精神を
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涵養すること。
ロ、因習迷信を打破し自己欺隔のための低劣な
る優越観を排除せしめること（差別者則に）
ハ、直観上の低劣感を除去するために向上優遷
の教育をなすこと（被差別者側に）
(「融和事業研究」第28集昭和
8年12月号99~100ページ ） 
ついで、「日本精神教育」「因習打破教育」「内
部向上優遷教育」の三本の柱をたて、「融和教育
実施事項」が実践された。人生観の確立、職員
信条、学校信条、児童標語がしめされ、つぎの
実践が展開されたのである。
朝会
イ、朝会前五分間全校児童一斉校内美化作業
ロ、朝会行事
A 職員児童ー同敬礼
皇太神宮宮城に向って遥拝
?
?
??
???
御真影に対し奉りて最敬礼
大国旗に対して注目の礼（ラッパ吹奏）
国民体操（ラジオ体操—五年以上第二、四
年以下第一）
学校信条斉唱
校長訓辞
?
諧和日（仲よし日）の歌
うれしくてうれしくてたまらない
みんなそろってニコ／ ＼と
共に愉快にあそびませう
今日は楽しい仲よし日
清く明る＜朗かに
三つの信条まもりにて
共に励ましつとめましょう
今日はうれしい仲よし日
輝く日の丸わがみ旗
のぞみの光身にうけて
愈々励まんもろともに
今日は楽しい仲よし日
修養日の設定
時毎週土曜日
六時
イ、日
ロ、行
??
午前五時、五時半、
事
神社又は分教場に集合 拝礼（神社に）
?
?
週番教師の注意事項
教室に入る（ラッパ吹奏）
融和日の設定（仲よし日）
本校児童、分教場児童の楽しく接する機会
を作り学校総和の日とす。
時毎月十五日正午或は一時イ、日
ロ、行
???
事
本分児童会集
大体朝会と同様の行事執行
諧和日の歌合唱
??
唱歌、遊戯、競技、童話、作業、体操、
等の行事
万才三唱
「サヨウナラ」散会
?
?
?
大字内を掛声（ヨイサ）と共に駈足に
て巡回原位置に集合
皇太神宮に遥拝祈詞朗誦（道のひか
り）宮城遥拝、御製、前歌、朗誦構話、
体操
寺院に参拝
礼拝、童話、講話、
各戸及大字内の美化作業
考神社にては神官の祝詞修抜の行事あ
り、境内美化作業奉仕をなす、寺
院にては僧侶の読経講話がある。
寺院内の美化作業奉仕をなす。
各大字修養日
第一土曜
第二土曜
第三土曜
第四土曜
教材研究
???
羅 小林
原 鎌田
室
西松本
?
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教科教材に於てい融和観念養成上特に留
意すべき点について考慮研究し今日迄に修
身科と国語科とに於いて別冊の如き研究を
続けてきたが、未だ十分ということは出来
ない、これから更に実際と共に研究してゆ
きたいと考えている。
9 教室内設備
国旗、学校信条、級訓、を掲げることにし
て絶えず厳粛なる態度をとらしむるように
留意し、級訓の中第一項目は学校としての
所定のものである。
尋ーナカヨク 尋二きまりよく
尋三まじめに 尋四親切
尋五融和 尋六自治
高一努力 高二奉公
1 0 児童の村内巡回
わが村を知り、わが村民を理解し児童の交
友を円滑にする。
1 1 質素節約の奨励
イ、服装検校
ロ、学用品の点検
ハ、金銭取扱之肩登の使用
二、就学奨励費の利用
1 2 克己日の設定
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毎週水曜日は克己日として、職貝児童の弁
当は国旗・弁当に限定し又間食全廃日とし
ている。（月巴竺）
融和教育調査委員会は、こうした実践を背
景にしながら五回の会合をへて 34年 5月
11日、「融和事業に関する教育的方策要網」
をまとめ、決定した。これを文部大臣、地
方長官、融和団体、学校教育並に社会教育
諸団体に対してそれぞれ徹底方を依頼した
のであった。その要旨は「一、人格尊重四
海同胞ノ精神ヲ涵養スルコト ニ、日本民
族ノ成立ヲ明ラカニシ国民一体ノ精神ヲ涵
養スルコト 三、因襲的差別観念ノ根絶ニ
努ムル共二徹底セル自覚二基ケル向上発展
ノ精神ヲ涵養スルコト」（闊靡警』箆嬰嘉警想竺1)
というものであった。学校教育、師範教
育、中等教育、社会教育におよぶ、ごく
一般的な提言であった。この答申を土台に、
1935年6月、戦前の融和事業政策の到達点
の全国融和事業協議会の融和事業完成十ヵ
年計画、「融和事業の総合的進展に関する要
網」の策定をみたのである。（未完）
